
平成28年度事業の概要 （環境都市推進課  環境対策係）  

・自然環境保全地区の指定や監視などにより、引き続き自然環境の保全をはかります。 

・公害規制に関する調査・監視・指導等に取り組むとともに、畜犬の適正管理、空き地の適正管理の啓発、住民等による自主的な清掃活動のサポートなど、引き続き住みよい地域作りをすすめて行きます。 

（１）自然環境の保全 （２）生活環境の保全 

 
 ●自然環境保全地区の指定・監視 

  ・保全地区 13箇所の監視 

   ・1箇所新規指定予定    
 
 
 ●環境・植生調査 
   ・保全地区指定候補地の調査 
 
 
 
 
 ●日高山脈襟裳国定公園の国立公園化 
    に向けた情報収集・要望 
 
 ●公共工事環境配慮ガイドライン 
    の取組の推進 
 
 
 ●特定外来生物対策（アライグマ等） 
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 ●大気等の監視・測定 
   ・NOｘ、PM2.5の常時監視 
   ・酸性雪調査（市内5箇所） 
   ・アスベスト調査（市内4箇所） 
 

 ●市内河川の水質調査 
   ・生活環境項目10河川14地点 
   ・健康項目3河川3地点 
   ・細菌調査6河川6地点年2回 
 
 ●地下水等の水位観測 
  ・市内４ヵ所（工業団地ほか） 
 
 ●土壌汚染の調査 
  

１． 大気・公共用水域監視・測定  

 
 ●工場等の騒音・振動発生施設の監視・測定 
  ・特定事業場等立入り検査 
 
 ●自動車・航空機騒音の測定 
  ・自動車騒音常時監視 
  ・航空機騒音（ヘリコプター）測定 
  
 ●悪臭の測定調査・防止対策の実施 
  ・発生源調査（4箇所） 
  
 

２． 騒音・振動・悪臭監視・測定     

    

 

●空き地の適正管理指導 

 

●畜犬の登録、適正飼育の指導 
 
●狂犬病予防注射の接種促進 
     ・集合注射の実施 
   

 

 

 

 

 

 

 

 ●エコフレンズの推進 
       

 ●クリーン・キャンバス・21の支援 

   ・ 負担金支出、保険加入  

 

 ●町内会の清掃活動支援 
 
 

 
●公害事故（油漏れ）等の調施 
  
 ●公害パトロール 
 

３． 生活環境保全事業    
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油事故対応（オイルフェンス＆マット） 

道路騒音測定 

クリーン・キャンバス・２１ 狂犬病予防集合注射の様子 
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